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This study analyzes Japanese essays written by 33 Chinese learners who underwent preliminary Japanese education for nine months. The findings 
are as follows: (1) compared with the essays written at the beginning of the course, length per sentence increased after nine months, and the length 
of the compositions as a whole nearly tripled; (2) as for macro-organization, about half of the essays had problems such as no introduction and/or 
conclusion, and there were many essays in which the extent of text in the introduction, body, and conclusion was not balanced. For example, some 
essays have only one sentence in their introductory and/or concluding paragraphs. Moreover, the usage of meta-language was rare; (3) regarding 
conjunctive expressions, the use of adversative, additive, exemplificative, and resultative constructions were conspicuous, but misuse of "soshite" 
and "sorekara" was noticeable even after nine months. Since it has become obvious that the preliminary education is not sufficient to prepare the 































































































































































































43 名（内訳：中国人 39 名、ベトナム人 2 名、ミャンマ







入学直後の 2017 年 4 月 13 日（作文 1）と 2018 年 1 月
17 日（作文 2）の計 2 回、同じテーマで作文を書いても
らった。テーマは以下の通りで、日本語と中国語で提示












































































































 表－１に JReadability による作文 1、作文 2 の言語的特
徴を示す。数値は 33 名の平均値で、t 検定を行った結果、
すべての項目において 0.1％水準で有意であった。 
課題は 600～800 字とされていたが、作文 2 でも総文
字数は 600 字に満たない。しかし、作文 1 と比較すると、





あるが、作文 2 の使用数は作文 1 の 4 倍近くになってい
た。中級後半語、上級語も増えているが、特に上級語の
使用数はまだ少ない。 





















































































































































































































































上メタ言語を使用していたのは 20 名、うち 2 回以上使

























































































































































































正用(0) 誤用(0) 正用(0) 誤用(1)
つもり








正用(0) 誤用(0) 正用(2) 誤用(0)
なぜなら
ただ
正用(0) 誤用(0) 正用(0) 誤用(1)
じゃ
正用(0) 誤用(0) 正用(2) 誤用(0)
以上は(2)
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つなぐために使用されるようなものは分析対象外とする。 
まず、作文 1 と作文 2 の全体的な傾向を見ると、作文
1 の段階では「逆接」「並列」の使用が多く、「例示」「順





















の正用例、例 b は「そこで」の誤用例である。例 b では、
「それで」を使用すべきところに「そこで」を使ってい






















































総計を見ると、作文 1 が正用 45、誤用 18 で計 63 例、
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作文 2 が正用 103、誤用 30 で計 133 例となっており、作
文 2 で大きく増えているように見える。JReadability によ
る接続詞の平均使用数でも、作文 1 が 0.70、作文 2 が 1.30
で、t 検定では有意傾向が見られた（p<.10）。しかし、接
続表現数（作文 1：63、作文 2：133）を 33 名全員の総文
数（作文 1：358 文、作文 2：710 文）で割って使用率を
出すと、作文 1 が 17.6％、作文 2 が 18.7％で、これは範
（2011）で示されている日本語母語話者の接続表現の使
























































































































6 レベルに分かれている。この 6 レベルは CEFR（Common 
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